
イギリス：シシングハースト・キャッスル・ガーデン 

                               会員 石岡 卓二 

 

大雑把には日本の春分に相当するイースターから２カ月も経ちますと、イギリスは初夏

です。この頃は樹木の葉も十分に広がり、花も咲き、雨さえ降らなければ、軽装になって

外に出ることになります。 

５月末はチェルシー・フラワー・ショーがあります。それ程有名ではありませんが、イ

ギリス南部（ケント州）にも庭園がいくつもあります。その一つがこのシシングハースト・

キャッスル・ガーデンです。「地球の歩き方」イギリス編、印刷版には記載がありませんの

で、簡単に紹介します。 

 

キャッスル・ガーデンという名前から、「城」があるのかと想像しましたが、現地には塔が

あるだけで、所謂「城」ではありません。この塔のことを castle と呼んでいるようです。

この場所はこのように一般公開される前は個人が所有していました。 

ここは、Southeastern 鉄道の最寄駅（Staplehurst）から約４ｋｍ南にあります。 

ここのパンフには公共交通機関が利用できるかの如きに記載してありますが、実際的では

ありません。個人で行かれる場合には Ashford 又は Tonbridge からタクシーになります（乗

る前に料金を確認してください。）この２つの駅の中間にも駅はありますが、タクシーはあ

りません。 

 

     

 

周辺の風景は、なだらかな丘で、（土地は石で区切られている訳ではありません。） 

付近の畑には、この時期には、菜の花がたくさん咲いています。 

これは輪作作物の一つで、麦もその一つになります。この地域は、作物が採れるために（こ

の時期にはアスパラガスも道路沿いに販売しています）、ウシ、ウマはいますが、ヒツジは

少ないようです。 

イングランド北部よりも人家ははるかに多いような感じです。 



 

導入用の通路を通り（別添地図）、 

案内に従って進むと入場券売り場があり 

切符を購入すると、 

この建物（内部に図書が展示してあります）の前

を通り、 

 

 

 

 

 

この門をくぐって（ここが入場券のチェックポイ

ントです）、庭園に入場です。 

ご覧の壁の緑はきれいに刈り揃えられた樹木で

す。 

 

 

 



 

 

正面に塔が見えます。         このようにデザインされた木が４本あります。 

これは南側から撮りました。 

この塔には人が登れます。 

塔の手前、北側に緑があります 

 

これは塔を東側から見たものです。→ 

 

 

 

 

今はあまり花は咲いていません。常緑の細かな葉の木で

地面を区切って、芝生で地面を覆い、所々に花を咲かせ、

アクセントにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

塔の南に区切ら れた庭があり、ここからたま

たま咲いている フジが見えました。 

フジは必ずしも 棚にはせずに、このように単

独で比較的多数 植わっていました。壁の手前

の草の花色はう す紫です。 



 

こんな通路もあります。ご覧のように両側に花が

咲いています)。 

花の色は比較的薄いものが多いようです。 

 

 

 

 

 

たまたまこの時期だから少なかったのかもし

れませんが、 

それでも、地面にも花は咲いています。 

 

 

 

 

 

 

 

茂みにも花はあります 

 

バラはほんの少し早かったようです。 

ここでも壁と地面の芝の間になだらかな斜面状に

咲く時期をずらした花が植えられています。 


